
　経済的な理由で、高校や大学などへの修学が困難な方の奨学資金（在学者対象）の申し込みを受け付けます。

たむら Announcement

田村市奨学資金
あなたの夢を応援します！

( 在学者対象 )

【共通事項】
●申込期限（※期限厳守）　7 月 12 日（金）
　※奨学生願書などの様式は、市ホームページからダウンロードできるほか、教育総務課で配布します。
●採用者数
　どちらの奨学金も若干名　※田村市奨学生審査会で決定します。
●貸与・給与の期間
　奨学生の在学する学校の正規の修業期間

●対象者　次の要件を全て満たす方 ●対象者　次の要件を全て満たす方

●給与金額

●選考方法　書類審査

●貸与金額

●選考方法　書類審査

①高等学校（県内の学校のみ）、専修学校、各種学校、
高等専門学校、短期大学、大学に在学中であり、品
行が正しく、学術に優れた方であること

②中学校・高校における 2 年間の全履修教科で、学
業成績（5 段階評価）の評定を平均した値が、3．
0 以上であること

③申請時に保護者が市に引き続き 1 年以上住所を有
している方

④経済的理由で修学が困難と認められる方
⑤国、県、他の団体から同種の資金貸与または給与

を受けていない方
⑥過去に市奨学資金の貸与を受けたことがない方
⑦市税等の滞納がない方

①大学、短期大学、専修学校専門課程、高等専門学校（4
年生・5 年生に限る）に在学中であり、品行が正し
く、学術に優れた方であること

②直近 3 年間の全履修教科について、学業成績（5
段階評価）の評定を平均した値が、3．5 以上であ
る方

③申請者および保護者が市に引き続き 3 年以上住所
を有している方

　（申請者が市外に住所を移転し大学等に在籍してい
る方は、大学等に入学するまでまたは入学の目的を
もって住所を移転するまで引き続き 3 年以上市内
に住所を有していた方）

④経済的理由で修学が困難と認められる方（非課税
世帯であること）

　※注意：進級時（毎年 4 月頃）に調査等を行います。
非課税世帯と認められない場合、給付が廃止になり
ます。

⑤国、県、他の団体から同種の資金給与を受けてい
ない方

⑥市税等の滞納がない方

書類審査のほか、作文と面接による選考
※大学生の学業成績の評定について、詳しくは教育総
務課へお問い合わせください。

貸与型奨学資金 給与型奨学資金

修学先 区　分 貸与金額

高等学校
自宅通学 月額　15,000 円

自宅外通学 月額　30,000 円

専修学校
各種学校

高等専門学校
短期大学

自宅通学 月額　20,000 円

自宅外通学 月額　40,000 円

大学
自宅通学 月額　30,000 円

自宅外通学 月額　50,000 円

修学先 区　分 給与金額

国公立の場合
自宅通学 月額　20,000 円

自宅外通学 月額　30,000 円

私立の場合
自宅通学 月額　30,000 円

自宅外通学 月額　40,000 円

問・申教育部 教育総務課 (81-1213

　4 月 9 日（火）に令和６年度入学式が挙行され、80 名
の新入生が期待と希望を胸に高校生活をスタートさせまし
た。担任から新入生一人一人呼名された後、校長が入学を
許可し、「力強く自分の人生を切り拓き、一人一人の多様な
幸せと社会全体の幸せを実現できるような人物に成長して
ほしい」と式辞を述べました。田村市長をはじめ多くの方々
からお祝いの言葉をいただき、新入生代表生徒が「校訓で
ある『自律』の精神を養い、社会に出た時に信頼される人
になるための努力を怠らないようにします」と誓いの言葉
を述べました。

　4 月 10 日（水）に本校の生徒・教職員とたむら支援学校高
等部の生徒・教職員で対面式を行いました。両校の校長と生徒
会長よりあいさつがあり、互いに元気のよい挨拶を交わして相
互理解を図りました。本校とたむら支援学校高等部は平成 29
年に併設され、今年で 8 年目となります。今年度も合同体育祭
の開催など、生徒同士の交流をより一層深めていく予定です。

　令和６年度田村市版デュアルシステム調印式が 4 月 23 日（火）
に本校大会議室にて開催されました。調印式では、運営協議会会長
の田村市長 白石高司様から御挨拶をいただきました。また協定書の
調印では、実習企業を代表して特別養護老人ホームハッピー愛ラン
ドたむら施設長様、保護者代表、続いて本校校長が調印を行いました。
最後に実習生代表として、3 年の代表生徒が「実習させていただけ
ることに感謝し、田村市に貢献できる人材になれるよう、精一杯学
びたい」と決意を述べました。

　4 月 30 日（火）に船高アクティブリーダーの生徒を中
心とした有志生徒が、船引中学生や地域おこし協力隊、本
校卒業生とともに、大滝根川の清掃活動を行いました。当
日は、福島中央テレビ「ブンケン歩いてゴミ拾いの旅」に
出演されている、鈴木文健さんと一緒に活動しました。船
引中学生との合同での清掃活動を通して、共に地域への理
解を深め、環境美化への貢献を果たすことができました。

船高便り
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